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【手続補正書】
【提出日】平成28年6月20日(2016.6.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　人または哺乳類である患者の関節を、潤滑流体を追加する、及び、循環することによっ
て潤滑にする植込み型注油装置であって、前記注油装置は、
　潤滑流体を貯蔵するように適合された植込み型補充可能な貯蔵部と、
　前記植込み型補充可能な貯蔵部を前記潤滑流体で補充するために前記植込み型補充可能
な貯蔵部に接続する植込み型補充注入ポートと、
　前記植込み型補充可能な貯蔵部と流体接続する植込み型注入針、
を含み、
　前記植込み型注入針は長手方向に置き換えのために配置され、流体伝達出射ポートを有
するチップ端部を有し、
　植込み型駆動ユニットは前記植込型注入針に連結され、そして前記ジョイントの領域に
前記潤滑流体を注入するため前記植込型注入針の前記チップ端部を前進および格納するよ
う構成される、
ことを特徴とする植込み型注油装置。
【請求項２】
　前記植込み型注入針はその遠位末端で閉じ、そして横方向の流体伝達出射ポートを有す
ることを特徴とする請求項１に記載の植込み型注油装置。
【請求項３】
　前記植込み型注入針は線維性組織を貫通するよう構成されることを特徴とする請求項１
に記載の植込み型注油装置。
【請求項４】
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　前記植込み型補充可能な貯蔵部は調整可能な量を有することを特徴とする請求項１に記
載の植込み型注油装置。
【請求項５】
　前記植込み型補充注入ポートは自己密封式の膜を含むことを特徴とする請求項１に記載
の植込み型注油装置。
【請求項６】
　前記植込み型貯蔵部から前記植込み型注入針に前記潤滑流体を送るための植込み型ポン
プを更に含むことを特徴とする請求項１に記載の植込み型注油装置。
【請求項７】
　前記植込み型ポンプは駆動されるモーターであることを特徴とする請求項６に記載の植
込み型注油装置。。
【請求項８】
　前記植込み型ポンプは、前記潤滑流体の量を前記植込み型注入針に断続的に送るよう構
成される自動制御モーターを含むことを特徴とする請求項６に記載の植込み型注油装置。
【請求項９】
　前記植込み型ポンプは可動壁を含むことを特徴とする請求項６に記載の植込み型注油装
置。
【請求項１０】
　前記植込み型注油装置の構成要素は、単体構造物に包含されることを特徴とする請求項
１に記載の植込み型注油装置。
【請求項１１】
　前記植込み型補充可能な貯蔵部は柔軟な壁部を含むことを特徴とする請求項４に記載の
植込み型注油装置。
【請求項１２】
　植込み型スイッチを含む植込み型注油装置を手動および非侵襲的に制御するためのシス
テムを含むことを特徴とする請求項１に記載の植込み型注油装置。
【請求項１３】
　ワイヤレス遠隔制御装置を含む植込み型注油装置を手動および非侵襲的に制御するため
のシステムを含むことを特徴とする請求項１に記載の植込み型注油装置。
【請求項１４】
　手動で押されるよう構成される油圧貯蔵部を含む植込み型注油装置を手動および非侵襲
的に制御するためのシステムを含むことを特徴とする請求項１に記載の植込み型注油装置
。
【請求項１５】
　前記植込み型注油装置の植込み型エネルギー消費構成要素を駆動する内部のエネルギー
源を含むことを特徴とする請求項１に記載の植込み型注油装置。
【請求項１６】
　内部のエネルギー源を含み、前記植込み型注油装置は、患者の体の外側からエネルギー
伝達装置によって非侵襲的にそして無線で通電されるよう適合されることを特徴とする請
求項１に記載の植込み型注油装置。
【請求項１７】
　前記患者の少なくとも１つの物理的なパラメータを測定するための少なくとも１つのセ
ンサを含むことを特徴とする請求項１に記載の植込み型注油装置。
【請求項１８】
　前記植込み型注油装置に関連する少なくとも１つの機能的なパラメータを測定する少な
くとも１つのセンサを含むことを特徴とする請求項１に記載の植込み型注油装置。
【請求項１９】
　前記少なくも１つの機能的なパラメータは、内部ネエルギー源を充電するための転送に
関連づくことを特徴とする請求項１に記載の植込み型注油装置。
【請求項２０】
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　患者の体の内部から患者の体の外側の少なくとも１つの外部制御ユニットにフィードバ
ック情報を送るフィードバック装置を含むことを特徴とする請求項１に記載の植込み型注
油装置。
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